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ま・ち・の・わ・だ・い

②

　

６
月
21
日
〜
29
日
の
期
間
に
、
熊
毛
地
区
１

市
３
町
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
、
第
66
回
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
各
会
場
で
は
、
選
手
た
ち
の
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
西
之
表
市
は
、
6
種
目
で
優
勝
を

飾
り
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
日
頃
の
努
力
を
重
ね
、
精

一
杯
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。
ま
た
、
審
判
団
及

び
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
団
体
の

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

競技別成績（西之表市）

第第
6666
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会    

熊
毛
地
区
大
会

熊
毛
地
区
大
会 

競 技 種 目 順位
陸上 2位
バレーボール 男子 2位

卓球 男子 1位
女子 1位

ソフトテニス 男子 -
女子 -

相撲 青年 2位
一般 2位

柔道 2位
剣道 3位
弓道 2位

ゲートボール 1位
サッカー 3位
軟式野球 3位

ソフトボール 男子 1位
女子 2位

バドミントン 男子 1位
女子 2位

テニス 男子 2位
女子 3位

グラウンド・ゴルフ 3位
ゴルフ 1位
バスケットボール 男子 2位
空手 -

※ソフトテニス競技…天候不良により優勝のみ決定のため「-」
※空手競技…個人順位のみ決定のため「-」

市政の窓 2025.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

南
九
州
大
会
出
場（
女
子
や
り
投
げ
）　　
６６
月月
９９
日
（
月
）、
陸
上
女
子
や
り

日
（
月
）、
陸
上
女
子
や
り

投
げ
競
技
で
南
九
州
大
会
出
場
を
決
め

投
げ
競
技
で
南
九
州
大
会
出
場
を
決
め

た
山
中
咲
幸
さ
ん
（
種
子
高
３
年
）
が

た
山
中
咲
幸
さ
ん
（
種
子
高
３
年
）
が

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
山
中
さ
ん
は
、

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
山
中
さ
ん
は
、

５
月
５
月
2323
日
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た

日
に
鹿
児
島
市
で
行
わ
れ
た

鹿
児
島
県
高
校
総
体
陸
上
女
子
や
り
投

鹿
児
島
県
高
校
総
体
陸
上
女
子
や
り
投

げ
競
技
に
て
５
位
入
賞
し
、
６
月

げ
競
技
に
て
５
位
入
賞
し
、
６
月
1313
日日

（
金
）
か
ら
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
南
九
州

（
金
）
か
ら
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
南
九
州

大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
へ
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

山
中
さ
ん
は
「
県
総
体
で
は
自
己
ベ

　

山
中
さ
ん
は
「
県
総
体
で
は
自
己
ベ

ス
ト
を
更
新
し
て
入
賞
す
る
こ
と
が
で

ス
ト
を
更
新
し
て
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
応

き
た
。
指
導
し
て
く
れ
た
先
生
方
、
応

援
し
て
く
れ

援
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

輝
く
女
性
賞
（
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
種
子
島
）

　

６
月

　

６
月
1212
日
（
木
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

日
（
木
）、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
種

子
島
で
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
種
子
島

子
島
で
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
種
子
島

（
山
﨑
雅
惠
会
長
）に
よ
る「
輝
く
女
性
賞
」

（
山
﨑
雅
惠
会
長
）に
よ
る「
輝
く
女
性
賞
」

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
古
市
シ
ゲ
子
さ
ん

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
古
市
シ
ゲ
子
さ
ん

（
中
種
子
町
在
住
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
種
子
町
在
住
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
社
会
活
動
に
取
り
組
ん

　

こ
れ
は
、
地
域
社
会
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
女
性
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
古
市

で
い
る
女
性
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
古
市

さ
ん
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

さ
ん
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

し
た
読
み
聞
か
せ
活
動
を

し
た
読
み
聞
か
せ
活
動
を
3434
年
間
継
続
さ

年
間
継
続
さ

れ
、
市
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
わ
ら
び

れ
、
市
内
の
介
護
老
人
保
健
施
設
わ
ら
び

苑
の
生
け
花
サ
ー
ク
ル
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

苑
の
生
け
花
サ
ー
ク
ル
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

古
市
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で

　

古
市
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て
い

き
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
実
施

　

６
月

　

６
月
1010
日
（
火
）、
西
之
表
港
の
種
子

日
（
火
）、
西
之
表
港
の
種
子

島
漁
協
製
氷
施
設
前
を
中
心
と
し
た
清
掃

島
漁
協
製
氷
施
設
前
を
中
心
と
し
た
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
、
国
交
省
西
之
表
港
湾
事

活
動
が
行
わ
れ
、
国
交
省
西
之
表
港
湾
事

務
所
、
鹿
島

務
所
、
鹿
島
J
V
J
V
、
五
洋
・
東
亜

、
五
洋
・
東
亜
J
V
J
V

な
ど
、
多
く
の
団
体
か
ら
約
２
０
０
人
が

な
ど
、
多
く
の
団
体
か
ら
約
２
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
種
子
島
漁
協
西
之
表
船

　

こ
の
活
動
は
、
種
子
島
漁
協
西
之
表
船

主
会
が
主
催
し
、
港
湾
施
設
の
利
便
性
向

主
会
が
主
催
し
、
港
湾
施
設
の
利
便
性
向

上
の
他
、
西
之
表
港
の
景
観
美
化
を
目
的

上
の
他
、
西
之
表
港
の
景
観
美
化
を
目
的

と
し
て
今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し

と
し
て
今
年
度
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
西
之
表
船
主
会
会
長
の
荒
河
孝
幸
さ

た
。
西
之
表
船
主
会
会
長
の
荒
河
孝
幸
さ

ん
は
「
台
風
時
期
に
な
る
と
流
木
や
海
洋

ん
は
「
台
風
時
期
に
な
る
と
流
木
や
海
洋

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
漁
網
な
ど
の
漂
着
ゴ
ミ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
漁
網
な
ど
の
漂
着
ゴ
ミ

が
散
乱
し
、
大
変
困
っ
て
い
た
。
ご
協
力

が
散
乱
し
、
大
変
困
っ
て
い
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
た
い
」
と
話

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

姉
妹
都
市　

伊
佐
市
と
の
交
流

　

５
月
５
月
1313
日
（
火
）
か
ら
２
泊
３
日
で
、

日
（
火
）
か
ら
２
泊
３
日
で
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
伊
佐
市
か
ら
本
城
小

姉
妹
都
市
で
あ
る
伊
佐
市
か
ら
本
城
小

学
校
の
児
童
が
、
修
学
旅
行
で
来
島
し

学
校
の
児
童
が
、
修
学
旅
行
で
来
島
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

本
城
小
学
校
か
ら
は
、
６
年
生

　

本
城
小
学
校
か
ら
は
、
６
年
生
1111
名名

と
引
率
者
３
名
が
住
吉
小
学
校
を
訪

と
引
率
者
３
名
が
住
吉
小
学
校
を
訪

れ
、
住
吉
小
学
校
の
５
・
６
年
生

れ
、
住
吉
小
学
校
の
５
・
６
年
生
1010
名
と
名
と

給
食
交
流
や
お
互
い
の
学
校
紹
介
を
行

給
食
交
流
や
お
互
い
の
学
校
紹
介
を
行

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
和
に
つ
い
て
の
学
習
と
し

　

ま
た
、
平
和
に
つ
い
て
の
学
習
と
し

て
、
戦
時
中
に
伊
佐
市
へ
学
童
疎
開
を

て
、
戦
時
中
に
伊
佐
市
へ
学
童
疎
開
を

さ
れ
た
羽
島
友
治
さ
ん
の
講
話
を
聞

さ
れ
た
羽
島
友
治
さ
ん
の
講
話
を
聞

き
、
戦
後

き
、
戦
後
8080
年
の
節
目
の
今
年
は
、
両

年
の
節
目
の
今
年
は
、
両

校
の
児
童
た
ち
も
平
和
に
つ
い
て
考
え

校
の
児
童
た
ち
も
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

▲古市シゲ子さん（前列左）
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ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

７
月

　

７
月
３３
日
（
木
）
に
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
、
７
月
４
日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
の

日
（
木
）
に
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
、
７
月
４
日
（
金
）
に
西
之
表
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
、
七
夕
飾
り
を
届
け
に
市
役
所
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
は
、
市
役
所
職
員

園
児
た
ち
が
、
七
夕
飾
り
を
届
け
に
市
役
所
を
訪
問
し
、
園
児
た
ち
は
、
市
役
所
職
員

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
練
習
し
た
七
夕
の
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
練
習
し
た
七
夕
の
歌
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

様
々
な
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
と
、
色
彩
豊
か
な
折
り
紙
の
飾
り
で
作
ら
れ
た
七

　

様
々
な
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
と
、
色
彩
豊
か
な
折
り
紙
の
飾
り
で
作
ら
れ
た
七

夕
飾
り
は
、
願
い
事
が
叶
う
よ
う
、
市
役
所
正
面
玄
関
の
２
階
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

夕
飾
り
は
、
願
い
事
が
叶
う
よ
う
、
市
役
所
正
面
玄
関
の
２
階
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
贈
り
物
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

園
児
の
皆
さ
ん
、
素
敵
な
贈
り
物
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
夕
訪
問
（
西
之
表
幼
稚
園
・
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
）

▶
め
い
ろ
う
こ
ど
も
園
の
皆
さ
ん

▶
西
之
表
幼
稚
園
の
皆
さ
ん

　

７
月

　

７
月
３３
日日((

木木))

、
種
子
島
保
護
区
保

、
種
子
島
保
護
区
保

護
司
会
（　

師
和
俊
会
長
）
７
名
が
来
庁

護
司
会
（　

師
和
俊
会
長
）
７
名
が
来
庁

し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の

し
、
内
閣
総
理
大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の
協
力

依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
伝
達
し
ま

依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
伝
達
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
の
支
援

罪
や
非
行
の
防
止
と
立
ち
直
り
の
支
援

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ

て
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会

て
、
安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会

を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
今

を
築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
、
今

年
で
年
で
7575
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

回
目
に
な
り
ま
し
た
。

　

種
子
島
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
街
頭

　

種
子
島
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
街
頭

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防

広
報
な
ど
を
通
じ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防

止
す
る
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

止
す
る
活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

種
子
島
保
護
区
保
護
司
会

　

７
月

　

７
月
８８
日
（
火
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
火
）、
種
子
島
高
校
で
、

１
市
２
町
の
関
係
者
が
出
席
し
、
安
納

１
市
２
町
の
関
係
者
が
出
席
し
、
安
納

い
も
バ
イ
オ
苗
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ

い
も
バ
イ
オ
苗
の
引
き
渡
し
式
が
行
わ

れ
、
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
大
切
に
育

れ
、
生
物
生
産
科
の
生
徒
が
大
切
に
育

て
た
苗
が
、
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド
推
進

て
た
苗
が
、
安
納
い
も
ブ
ラ
ン
ド
推
進

本
部
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
苗
は
、
生
徒
た
ち
が
実
習
の
時

　

こ
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熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」
「歯・口の健康啓発標語コンクール」

　熊毛地区「歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール」及び「歯・口の健康啓発標語コンクール」で、
本市から図画・ポスター部門で入選５名、佳作 9名、標語部門では特選 1名、入選 4名、佳作 3名が受賞しました。
（市内学校のみ掲載）

入選

榕城小学校１年 山﨑　よしの

住吉小学校４年 畑添　悠仁（ゆうと）

伊関小学校５年 濵脇　央一郎（おういちろう）

安納小学校５年 永川　結喜（ゆうき）

伊関小学校６年 古田　龍盛（りゅうせい）

《　図画・ポスター　》

特選
種子島高校２年 　古川　天翔（てんしょう）
「自分の歯　きれいにたもつ　定期健診」

入選

種子島中学校１年 　阿世知　泉丞（せんすけ）
「自分の歯　１００年ずっと　宝物」

種子島高校１年 　鎌田　舜（しゅん）
「歯をみがく　自然とふえる　笑顔の輪」
種子島中学校２年 　久保　奈々子（ななこ）

「人生の　大事な相棒　私の歯」
種子島高校３年 　迫田　壮大（そうた）
「人生を　共に歩む　歯の健康」

佳作

種子島中学校３年 　大木　綺咲（あさ）
「長生きの　秘訣は口と　歯の健康」

種子島高校１年 　大田　麗桜（りお）
「歯みがきは　笑顔のための　エチケット」
種子島高校２年 　上薗　佳奈（かな）

「たくさん噛む　咀嚼で伸ばそう　平均寿命」

《　標語　》

◀【入選】
榕城小学校１年
山﨑　よしのさん
の作品

佳作

下西小学校１年 酒匂　空花（あいか）

古田小学校１年 荒河　晄丞（おうすけ）

榕城小学校２年 内田　陽心（ようしん）

下西小学校３年 石川　大雅（たいが）

伊関小学校３年 濵脇　宗佑（そうすけ）

榕城小学校５年 中目　羽音（はのん）

榕城小学校５年 野﨑　美桜（みお）

現和小学校５年 折口　日和（ひな）

下西小学校６年 吉元　京（きょう）
◀【入選】
伊関小学校５年
濵脇　央一郎さんの作品

▲【入選】
安納小学校５年
永川　結喜さんの作品

▲【入選】
伊関小学校６年
古田　龍盛さんの作品

▶【入選】
住吉小学校 4年
畑添　悠仁さん
の作品

※敬称略

※敬称略

市政の窓 2025.8 月号



■問合せ先　市教育委員会学校教育課指導係　　☎ 22‐1111内線 255

▲【佳作】下西小学校１年
酒匂　空花さんの作品

▲【佳作】古田小学校１年
 荒河　晄丞さんの作品

▲【佳作】榕城小学校２年
内田　陽心さんの作品

▲【佳作】下西小学校３年
石川　大雅さんの作品

▲【佳作】伊関小学校３年
濵脇　宗佑さんの作品

▲【佳作】榕城小学校５年
中目　羽音さんの作品

▲【佳作】榕城小学校５年
野﨑　美桜さんの作品

▲【佳作】現和小学校５年
折口　日和さんの作品

▲【佳作】下西小学校６年
吉元　京さんの作品

榕城
上方

榎本　ユリ子

榕城
下方

榎本　和枝

下西

榎本　浪子

遠藤　いよ子 楢原　幽美子 大石　由美子

神田　あつ子 鮫島　利　枝 春田　祥子

上籠　明美 榎本　澄江 長瀬　なみ子

𠮷田　郁代 木原　すずえ

国上

落合　ミチヨ

小倉　文子 加世田　佳子 髙石　尚美

新藤　久美子 村井　ムツヨ 河本　てる子

松園　功 久保田　銀子 青野　恵子

松園　とし子 土井　浩子 住吉 羽嶋　栄子

安山　昌代 濱添　むつ子 安城 川畑　美和子

羽生　恭子
安納

中園　由美子 古田 澤柳　ひとみ

現和 﨑田　みよこ 花木　米子 伊関 沖田　実子

令和 7年度西之表市食生活改善推進員
　６月６日（金）、保健センターすこやかで、西之表
市食生活改善推進員 36 名に委嘱状が交付されまし
た。（会員は右表のとおり※校区・氏名）
　「私たちの健康は私たちの手で」のスローガンのも
と、これからも食と健康に関するアドバイザーとして
市民の健康づくりのための活動を行います。

■問合せ先　保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

※敬称略
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1 人件費（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳

人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和 5年度
人件費率

令和 6年度 13,754 人 14,387,810 千円 1,860,863 千円 12.9% 12.9%
（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

令和 7年度 176人 676,604 千円 136,172 千円 282,572 千円 1,095,348千円 6,224 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3 職員の平均給料及び平均年齢（令和 7年 4月 1日現在）
一般行政職

平均給料額 平均年齢
315,900 円 41.2 歳

4 職員の初任給 （令和 7年 4月 1日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 220,000 円 228,900 円 (247,632 円 )

221,100 円
(257,712 円 )
230,100 円

(246,400 円 )
220,000 円

(256,368 円 )
228,900 円

高校卒 188,000 円 199,400 円 (211,680 円 )
189,000 円

(224,448 円 )
200,400 円

(210,560 円 )
188,000 円

(223,328 円 )
199,400 円

（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （令和 7年 4月 1日現在）
区　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 大学卒 277,400 円 301,300 円 326,400 円
高校卒 246,200 円 276,400 円 300,100 円

（注）この表は、職員が採用されてから、10年、15年、20年後の平均給料月額を示したものです。

6 一般行政職の級別職員数 （令和 7年 4月 1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 21 17 58 29 21 18 0 164
構成比（％） 12.8 10.4 35.4 17.7 12.8 11.0 0.0 100.0
（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
（注）構成比については、小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも 100％とならない場合があります。

7 職員手当　①期末勤勉手当 （令和 6年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6月期 1.025 月分 1.225 月分 2.250 月分 1.225 月分 1.025 月分 2.250 月分
同 同12月期 1.075 月分 1.275 月分 2.350 月分 1.275 月分 1.075 月分 2.350 月分

計 2.100 月分 2.500 月分 4.600 月分 2.500 月分 2.100 月分 4.600 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問合せ先　市役所総務課人事係　☎ 22‐1111内線 204   
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④扶養手当・住居手当・通勤手当 （令和 7年 4月 1日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 3,000 円

同
子 11,500 円
父母等 6,500 円
上記のうち 16歳に達する年度初めから 22歳に達する
年度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当
借家（家賃月額 16,000 円を超える場合に限る） 28,000 円を限度に

家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額150,000円）

交通用具使用者 片道 2km以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （令和 6年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 21.30%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 30,444 円

手当の種類（手当数） 13

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当
保健師に支給される保健師手当

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20年 19.6695 月分 26.3655 月分 24.586875月分
勤務 25年 28.0395 月分 33.27075 月分

同 同勤務 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算） 同

③退職手当 （令和 7年 4月 1日現在）

②時間外勤務手当
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

令和 6年度 60,751 千円 345千円
令和５年度 54,559 千円 307千円

8 特別職の報酬等 （令和 7年 4月 1日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円 令和 6年度支給割合
副市長 614,000 円
教育長 572,000 円 6月期 1.625 月分 (1.625 月分 )
議長 354,000 円 12月期 1.675 月分 (1.725 月分 )
副議長 272,000 円 計 3.300 月分 (3.350 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。
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11 職員の勤務時間その他勤務条件
　　　　　　　　　　　　　　（令和 7年 4月 1日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　8時 30分～ 17時 15分
休憩時間 12時～ 13時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12月 29日～ 1月 3日
年次休暇 1年につき 20日（有給休暇）
その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　（令和 6年度）
区　分 状　況
分限処分 1名
懲戒処分 0件

16 職員の福祉及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 6年度）
区　分 状　況

定期健康診断 123名中 115名受診（受診率 93.5％）
人間ドック ２日ドック 9名、１日ドック 62名、節目ドック 5名、脳ドック 5名

15 職員の研修　　　　　　　　　（令和 6年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センター(階層別研修) 42 名
県市町村職員研修センター（特別研修） 3 名
その他独自研修 61 名

12 職員の休業　　  　　　　　　　　（令和 6年度）
区　分 状　況
育児休業 2名
病気休業 0名

10 職員任免及び職員数に関する事項 （各年 4月 1日現在）

令和６年 4月 1日
現在職員数

令和６年度
中退職者等（注 1）

令和 6年 4月 2日～
令和 7年 4月 1日
採用者（注 2）

令和 7年 4月 1日
現在職員数

203 名 13 名 12 名 202 名
（注 1及び注 2）割愛職員（県）異動を含みます。

17 人事評価の状況
　人事評価制度については、改正地方公務員法により、平成 28年４月からその実施が義務付けられ、能力・
実績に基づく人事管理を行うとともに、人事評価のプロセスを通じた人材育成を行っていくことが求めら
れています。本市では、これまでの取組も踏まえながら、令和４年度から再構築に向けコンサルタントを
交えた取組みを進めており、令和６年度の上半期には管理職員への研修、下半期には一般職員へ研修を行
いました。
　これらの取組みをとおして、既存の人事評価システムをうまく使用しながら、令和 7年度への取組みへ
繋げることとしています。

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（令和 6年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,722 日 2,061 日 152名 13.6 日 36.0%

9 定員（部門別職員数） （各年 4月 1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

令 5 令 6 令 7 令 5 令 6 令 7 令 5 令 6 令 7 令 5 令 6 令 7

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 20 20 21 △ 1 1
総務 63 58 59 1 △ 5 1 警察
税務 13 12 12 1 △ 1 消防
労働 小計 20 20 21 △ 1 0 1
農水 28 29 29 1

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 8 8 8
土木 16 16 16 1 交通
小計 128 123 124 3 △ 5 1 下水道

福祉
民生 13 13 12 △ 1 △ 1 その他 25 25 25 2
衛生 14 14 12 △ 1 △ 2 小計 33 33 33 2 0 0
小計 27 27 24 △ 2 0 △ 3 その他　計 53 53 54 1 0 1

一般行政　計 155 150 148 1 △ 5 △ 2 総合　計 208 203 202 2 △ 5 △ 1

18 公平委員会の業務の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 6年度）
（1）勤務条件に関する措置の要求の状況（第 5条第 1号関係） 措置要求件数　0件
（2）不利益処分に関する審査請求の状況（第 5条第 2号関係） 不服申立て件数　0件

市政の窓 2025.8 月号



⑪

防空壕にご注意ください！
　防空壕の中は、崩落の危険や一酸化炭素中毒になるなどの危険があります。
　危険な防空壕については、本市においても安全対策を行っていますが、まだ確認されていない箇所がある
可能性もあります。
　防空壕が子どもたちの遊び場にならないように地域で見守り、気付いた際は、注意するなどの呼びかけへ
ご協力をお願いします。
　また、お近くに危険な防空壕がある場合は、情報提供をお願いします。
■問合せ先 市役所建設課都市計画係　☎ 22-1118

■問合せ先　市役所市民生活課市民係
　☎ 22‐1111内線 301・302

戸籍に氏名のフリガナが記載されるようになります
　令和 7年 5月 26日から、戸籍に氏名の振り仮名（フリガナ）を記載する制度が始まっています。
【戸籍に振り仮名（フリガナ）が記載されるまでの流れ】

１．2025年 5月以降、本籍地の市区町村から「戸籍に記載される予定の振り仮名の通知書（ハガキ）」が届
きます。西之表市に本籍のある方については、令和 7年 7月 15日以降に順次発送しています。
２．通知書が届きましたら、振り仮名（フリガナ）が正しいか確認してください。振り仮名が誤っている場合は、
届出を行ってください。振り仮名が正しい場合は届出は必要ありません。
　なお、制度開始後に出生届や帰化届等により、初めて戸籍に記載される方については、届出時に併せてそ
の振り仮名を届け出ることになります。
３．改正法の施行日（令和 7年 5月 26日）から 1年以内に届出がなかった場合は、令和 8年 5月 26日以
降に通知した氏名の振り仮名が記載されます。
※市区町村長が記載した振り仮名は、1回に限りご自身からの届出により変更することができますが、届出
を行った後に変更する場合には、家庭裁判所の許可が必要となります。

【届出の方法】
１．届出の方法は、マイナポータルや、最寄りの市町村
窓口への届出、本籍地市区町村へ郵送で届出する方法を
予定しています。届出の際には、既に使用している振り
仮名（パスポート、預金通帳等）と不都合が生じないよ
うお気をつけください。
２．氏や名の振り仮名の届出人について
　氏名の振り仮名の届出については、「氏の振り仮名の届」
と「名の振り仮名の届」の 2種類があり、届出人も届書
によって異なります。
　（1）氏の振り仮名の届出
　　原則、戸籍の筆頭者が単独で届け出ることになりま
　す。配偶者などの在籍者と十分にご相談の上、届出を
　お願いします。
　（2）名の振り仮名の届出
　　戸籍に記載されている方が、それぞれ届け出ること
　になります。ただし、15歳未満の方の届出は、親権者
　等の法廷代理人が行うこととなります。
３．届出に必要なものについて
　通知された氏名の振り仮名と異なる届出をする際に、
一般に認められているものでない読み方を用いている場
合は、「読み方が通用していることを証する書面」として、
パスポート等を併せてご提出いただく必要があります。

【詐欺被害にご注意ください】
・振り仮名（フリガナ）の届出に手数料はかかり
ません。
・届出をしなかったからといって罰金等の制裁は
ありません。
・市区町村や法務省を名乗る不審な電話や訪問、
金銭を要求する詐欺には十分ご注意ください。

【コールセンターが設置されます】
　令和7年5月26日から令和8年5月26日（土、
日、祝日、年始年末を除く）まで、法務省のコー
ルセンターが設置されます。
　振り仮名（フリガナ）に関する一般的なお問合
せについては、こちらをご利用ください。
　☎ 0570‐05‐0310
　開設時間：8時 30分 ~17時 15分まで

▲法務省HP ▲西之表市西之表市HPHP

詳細については、こちらをご確認ください。詳細については、こちらをご確認ください。
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（右）校内に設置されているエレベーター
（左）必要な医療器具・備品等が設置されている教室

◀
田
代
小
学
校
見
学
時
の
様
子

■問合せ先■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312　市役所健康保険課国保年金係　 ☎ 22‐1111内線 312

※費用は※費用は無料無料です。「保険証（資格確認書かマイナ保険証）」「受診券（A4・です。「保険証（資格確認書かマイナ保険証）」「受診券（A4・

　うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。　うぐいす色）」「特定健診質問票」をご持参ください。

※「受診券」は再発行可能です。健康保険課 国保年金係までご連絡ください。※「受診券」は再発行可能です。健康保険課 国保年金係までご連絡ください。

※時間に余裕を持って受付をお願いします。※時間に余裕を持って受付をお願いします。

※当日は血液・尿検査があります。 水以外の飲食はせず受診をお願いします。※当日は血液・尿検査があります。 水以外の飲食はせず受診をお願いします。

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:00 ～ 11:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

国   民   健   康   保   険国   民   健   康   保   険
後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度 に加入中のみなさまへに加入中のみなさまへ

特定健診・長寿健診は、特定健診・長寿健診は、
以下の医療機関で受診可能です！以下の医療機関で受診可能です！

●受診可能期間●受診可能期間
令和8年１月31日まで令和8年１月31日まで

種子島医療センター
☎ 0570‐090960
（ガイダンス１）

要予約
（3日前まで）

月 火 水 木 金 土 日 祝

〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー
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。

定
番
の
焼
き
ナ
ス
、
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そ
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に
と
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ま
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ず
、
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で
す
。
先
日
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ナ
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す
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市
政
の
窓
「
種
子
島
の
旬
の
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材
を
お
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し
く
食
べ
よ
う
」
の
欄
は
連
載
２
０
０
回
を

超
え
、
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民
の
皆
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か
ら
も
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
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の
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理
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２
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こ
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で
、
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頭
の
寅
さ
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、
渥
美
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演
の

映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
主
人
公
で
す
が
、
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作
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寅
次
郎
紅
の
花
」
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奄
美
の
加
計
呂
麻
島
が
舞

台
で
す
。
寅
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ん
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京
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又
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っ
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ら
、

茶
の
間
で
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ん
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暮
ら
し
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て
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か
せ
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が
あ
り
ま
す
。
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ど
お
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か
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」

「
朝
は
浜
に
行
っ
て
漁
師
さ
ん
か
ら
魚
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
焼
い
て
朝
ご
は
ん
で
し
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？
」

（
こ
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リ
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ル
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ら
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自
然
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豊
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、
島
に
暮
ら
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の
宝
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で
す
。
手
作
り
野
菜
の
お
裾
分

け
が
日
常
的
な
島
暮
ら
し
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忘
れ
ま
い
と
、
草
が
伸
び
放
題
だ
っ
た
わ
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家
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小
さ
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に
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ト
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ト
、
オ
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ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
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苗
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育
っ
て
い
ま
す
が
、
収
穫
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ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。

農家の畑で育つオクラ

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
オクラ…10本
人参…1/2 本
鶏ひき肉…100g
おろし生姜…適量
塩…適量
油揚げ…2枚（小なら 4枚）
かんぴょう…5～ 6本

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① オクラは軽く茹で人参は千切りにして下茹でする。油揚げは油抜きをして三方を切り落として丁寧に開く。
② 鶏ひき肉におろし生姜少々と塩一つまみを加えて混ぜる。このとき切り落とした油揚げも刻んで混ぜる。
③ かんぴょうを水で戻し、塩もみして茹でておく。
④ 油揚げを広げて②のひき肉を薄く広げ、オクラと人参を乗せて巻き、かんぴょうで 2～ 3か所を結ぶ。
⑤ 鍋に調味料を入れて煮立たせ④を入れて落し蓋をして 15分～ 20分ほど煮る。
⑥ 食べやすい大きさに切る。

「オクラの信田煮」「オクラの信田煮」
第219 弾第 219 弾

（調味料）
　だし汁…200㏄
　薄口しょうゆ…大さじ 1
　みりん…大さじ 1
　酒…大さじ 1
　砂糖…小さじ 1
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◆男女共同参画社会の実現に向けて
　鹿児島県では子どもの頃からの男女共同参画の理解促進や、多様な選択を可能にするための教育現場に
おける取組として、「子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業」を実施しています。
　今年度は７月３日（木）に現和小学校にて児童・保護者を対象としたワークショップと教職員向けのセ
ミナーが開催されました。
　参加者は、ワークショップコーディネーターの髙﨑恵さん（通称：めぐさん）からの「しゃべらない」「の
ぞかない」という２つのルールのもと簡単な絵を描き、グループ分けのゲームを経て「絵を描いている時
の気持ち」や「絵を見せ合った感想」 について話し合いました。自分の意見も他者の意見も尊重できる話
し合いのスキルとしての「I（わたし）メッセージ」について説明を受けた後の話し合いは、同じ指示を受
けて描いた絵なのにみんな違うことに気付き、違いを認めたうえで意見をまとめあげていくスキルを学ぶ
ことができました。
　また、鹿児島県は 7月 25日から 7月 31日を「男女共同参画週間」としており、本市においても、よ
り多くの市民の皆様と男女共同参画・ジェンダー平等について共に考える機会を設けるため、本週間に併
せて次のとおり啓発ポスター展示を行います。是非ご覧ください。
　≪市役所 1階おきがる～む前≫　　　7月 25日（金）～ 7月 31日（木）

◆空き家を地域と共に活かす
　西之表市では、空き家の利活用を通じた地域の活性化を目的に、「空き家再生ワークショップ」を実施
しています。この事業は、コミュニティ大工である加藤潤氏を講師に迎え、参加者が住宅構造や補修技
術など空き家の知識と技術を実践の中で身につけるワークショップです。
　この事業は「コミュニティ大工育成事業」として、中種子・南種子町でも取り組まれており、西之表
市だけでなく、空き家再生は島全体に広がりつつあります。今後は、今まで以上に「空き家をどう活か
すか」という視点から、交流拠点や仕事・住まいといった新たなかたちが広がっていくことが期待され
ます。なお、本市では令和 6年度から空き家対策に特化した協力隊を配置し、空き家活用や簡単なDIY
支援などのご相談も受け付けていますので、お気軽に地域支援課までご連絡ください。

■問合せ先 市役所地域支援課　☎ 22‐1111内線 214

空き家調査のご協力のお願い
　市では、市内にある空き家の現状把握を行うため、空き家調査（現地調査）を行っています。
　身分証明書を携帯した市職員、地域おこし協力隊、集落支援員が目視による空き家の状態確認を行い
ますので、ご理解とご協力をお願いします。
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■問合せ先■問合せ先
　種子島高校　☎２２‐１２７０　種子島高校　☎２２‐１２７０ ▲▲ HPHP

創立 20周年記念文化祭
　6月 21日 ( 土 ) に開催された文化祭は、天候に恵まれたこともあり、小中
学生、地域の皆さんが多数来場してくださり、ステージ発表、食物バザー、
展示等、種子高生が各クラス毎に取り組んだアイデア満載の作品を楽しんで
いただきました。
　また、特別企画として、コールわかさの皆さんには旧種子島高校と種子島
実業高校の校歌を披露していただき、同窓会の皆さんには射的のブースを作っ
ていただくなど地域の皆さんの参加で大いに盛り上がりました。食物バザーでは、西之表市経済観光課のご協力で、
たねpay を使えることになり、生徒もキャッシュレス決済を体験することができました。
　参加した皆さんの感想をご覧ください。

これからも創立 20周年を盛り上げる行事の様子や情報を発信していきます。

〇私たちが制作したお化け屋敷は想像以上に大盛況でした。壁〇私たちが制作したお化け屋敷は想像以上に大盛況でした。壁
を新聞紙と黒色のビニールで自作し、教室を最大限に活用したを新聞紙と黒色のビニールで自作し、教室を最大限に活用した
ことや、友人の祖父母に協力していただき、日本人形を設置すことや、友人の祖父母に協力していただき、日本人形を設置す
るなどの工夫を行いました。多くの子ども達がお化け屋敷を楽るなどの工夫を行いました。多くの子ども達がお化け屋敷を楽
しんでくれたので作って良かったです。（電気科2年生徒）しんでくれたので作って良かったです。（電気科2年生徒）
〇文化祭でたね Payを使ってみて、スムーズに会計ができた。〇文化祭でたね Payを使ってみて、スムーズに会計ができた。
おつりをもらう手間がいらず、取引履歴を確認できる点も便利。おつりをもらう手間がいらず、取引履歴を確認できる点も便利。
今後もたね Payを利用できるお店が増えると種子島の経済の発今後もたね Payを利用できるお店が増えると種子島の経済の発
展につながると思う。（普通科1年2組生徒）展につながると思う。（普通科1年2組生徒）
〇土曜日開催で家族連れも参加しやすく、高校生が優しく声を〇土曜日開催で家族連れも参加しやすく、高校生が優しく声を
かけてくれたり、風船のプレゼントがあったりと子供たちも楽しかけてくれたり、風船のプレゼントがあったりと子供たちも楽し
めていた。カレー等、購入までに待ち時間が長いものは、一般めていた。カレー等、購入までに待ち時間が長いものは、一般

参加者も食券が買えたらありがたい。（一般客）参加者も食券が買えたらありがたい。（一般客）
〇初めて種子高の文化祭に行きました。舞台発表や展示、販売〇初めて種子高の文化祭に行きました。舞台発表や展示、販売
とどれも楽しかったです。土曜日だったため中学生も楽しそうにとどれも楽しかったです。土曜日だったため中学生も楽しそうに
過ごしていたのが印象的でした。（一般客）過ごしていたのが印象的でした。（一般客）
〇私は友達と一緒に種子島高校の文化
祭に行きました。一番楽しみにしてい祭に行きました。一番楽しみにしてい
たのはお化け屋敷です。すごい行列で
びっくりしましたが、予想以上に怖くて、びっくりしましたが、予想以上に怖くて、
楽しくて、頑張って並んで良かったです。楽しくて、頑張って並んで良かったです。
血まみれのトゥントゥントゥンサフール血まみれのトゥントゥントゥンサフール
にも会えました。20周年の文化祭、とにも会えました。20周年の文化祭、と
ても楽しかったです。（榕城小 4年生）ても楽しかったです。（榕城小 4年生）

№ 270

■
問
合
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

　

６
月
７
日
（
土
）、
今
年
最
初
の
ま
な
び
〜
隊
活
動
と
な
る
「
ゲ
ー
ム
を
し
て
友
だ
ち
を

つ
く
ろ
う
‼
」を
実
施
し
ま
し
た
。
市
内
の
小
学
３
〜
６
年
生
の
児
童
22
名
が
参
加
し
、ピ
ッ

ク
ル
ボ
ー
ル
や
ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
友
だ
ち
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
楽
し
い
活
動
を
計
画
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊
、
始
動
！

生
涯
学
習
市
民
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

６
月
20
日
（
金
）、
西
之
表
市
民
会
館
に
お
い
て
、
生
涯
学

習
市
民
講
座
開
講
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
は
昨

年
度
か
ら
の
継
続
が
９
講
座
、
新
規
が
５
講
座
の
全
14
講
座
、

延
べ
１
７
６
名
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
学
ぶ
楽
し

さ
を
肌
で
感
じ
、
一
つ
の
「
生
き
が
い
づ
く
り
」
と
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
の
成
果
は
３
月
の
市
民
フ
ェ
ア
で
展
示
や
舞
台

発
表
と
い
う
形
で
披
露
さ
れ
る
予
定
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

に
生
涯
学
習
の
楽
し
さ
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲開講式の様子

日　時 内　　　容
第１回 6/7（土） レクリエーション

第２回 7/12（土） 子ども議会

第３回 8/7（木）
～ 8/8（金）宿泊体験

第４回 10/4（土） カヌー・いかだ体験

第５回 11/15（土）昔あそび

第６回 12/13（土）ナイトミュージアム

第７回 1/24（土） 校区探検（下西・住吉）

第８回 2/11（水） 野外炊飯

　ふるさとまなび～隊は、様々な体験学習を　ふるさとまなび～隊は、様々な体験学習を
通してふるさとの自然や文化などを学び、ま通してふるさとの自然や文化などを学び、ま
た異年齢で交流することで豊かな人間関係た異年齢で交流することで豊かな人間関係
や規範意識、社会性を養うことを目的としてや規範意識、社会性を養うことを目的として
活動しています。活動しています。

一緒に楽しく一緒に楽しく
　　　　活動しまし

ょう  ♬
　　　　活動しまし

ょう  ♬

⑮ 市政の窓2025.8 月号



消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
1
1
1
1
内
線
3
０
６

　

鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

子
ど
も
に
持
た
せ
る
ス
マ
ホ
に
は

子
ど
も
に
持
た
せ
る
ス
マ
ホ
に
は

　
　
　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を

　
　
　

ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を

《
ひ
と
こ
と
助
言
》

◆
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
等
の
設
定
や
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
な
ど
、
子
ど
も
に
安
全
に

使
用
さ
せ
る
た
め
に
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
に
持
た
せ
る
ス
マ
ホ
は
、
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
機
能
を
利

用
し
て
保
護
者
が
ア
カ
ウ
ン
ト
を
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
保
護
者
の
ア
カ
ウ

ン
ト
に
決
済
完
了
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
設
定
し
、
メ
ー
ル
や
料
金
明
細
を
日
頃
か

ら
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

◆
保
護
者
の
同
意
の
な
い
未
成
年
者
契
約
は
民
法
上
取
り
消
せ
ま
す
が
、
保
護
者

ア
カ
ウ
ン
ト
で
ロ
グ
イ
ン
し
た
端
末
機
器
で
課
金
し
た
場
合
、
ア
カ
ウ
ン
ト
所
有

者
で
あ
る
保
護
者
が
決
済
を
行
っ
た
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
困
っ
た

と
き
は
、
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
１
８
８
）。

《
事
例
》
中
学
生
の
息
子
は
、
私
名
義
で
契
約
し
息
子
を
利
用
者
登
録
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
ス
マ
ホ
の
通
信
料
金
は
私
が
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払
っ
て
い
る
が
、
キ
ャ
リ
ア
決
済
料
を
含
め
た
料
金
が

高
額
な
こ
と
に
気
づ
き
内
訳
を
調
べ
る
と
、
こ
の
５
か
月
間
で
約
５
万
円
が

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ア
プ
リ
で
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
は
息
子
の
ス
マ
ホ
に

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を
か
け
、
キ
ャ
リ
ア
決
済
の

上
限
額
を
引
き
下
げ
た
が
、
そ
の
よ
う
に
予
防

が
で
き
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。（
当
事
者
：

中
学
生
）

【参考】子ども・若者サポート情報　第 213 号 (2024 年 10 月 10 日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　イラスト：黒崎 玄

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金 
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先　

■
問
合
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

特別支給の老齢厚生年金
　年金は、年金を受ける資格ができたときに自動的に受給が始まるものではありません。
ご自身で年金を受けるための手続き（年金請求）を行う必要があります。
　昭和36年4月1日（女性は昭和41年4月1日※）以前に生まれた方で、
厚生年金保険または共済組合等の加入期間が 1年以上ある場合は、生年月
日に応じた年齢（60歳～ 64歳）から 65歳になるまでの間、「特別支給
の老齢厚生年金」を受け取ることができます。

《請求書の事前送付》
　受給開始年齢に達し、特別支給の老齢厚生年金を受け取る権利が発生する方に対し、受給
開始年齢に到達する 3 カ月前に、基礎年金番号、氏名、生年月日、性別、住所及び年金加
入記録をあらかじめ印字した「年金請求書（事前送付用）」および年金の請求手続きのご案
内を機構から本人あてに送付します。

※共済組合等に加入したことにより、共済組合等から支給される
老齢厚生年金の受給開始年齢は男性と同じになります。

《請求書の提出について》
　受給権発生日は受給開始年齢に到達した日（誕生日の前日）となります。そのため、請求
書は受給開始年齢になってから提出をお願いします。受給開始年齢になる前に提出された場
合は、受付できませんのでご注意ください。
　戸籍・住民票などは、受給権発生日以降に交付されたもので、かつ、年金請求書の提出日
において 6カ月以内に交付されたものをご用意ください。
※特別支給の老齢厚生年金には「繰下げ制度」はありません。受給権発生日以降に速やかに
請求してください。
　請求に必要な添付書類につきましては請求者によって異なりますので、同封されている手
続きの案内をご覧いただくか、市役所または管轄の年金事務所へお問合せください。

⑯市政の窓 2025.8 月号



地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

あなたもなりませんか？あなたもなりませんか？
　　　　　　　「認知症サポーター」　　　　　　　「認知症サポーター」
　年齢にかかわらず誰もがなり得る認知症について、一人ひとりが「自分ごと」として　年齢にかかわらず誰もがなり得る認知症について、一人ひとりが「自分ごと」として
理解していく必要があります。認知症になっても住み慣れた地域で暮らしていくため理解していく必要があります。認知症になっても住み慣れた地域で暮らしていくため
に、認知症について正しい知識を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範に、認知症について正しい知識を持ち、地域で認知症の人やその家族に対してできる範
囲で手助けをする「認知症サポーター（キッズサポーター）」への期待が高まっています。囲で手助けをする「認知症サポーター（キッズサポーター）」への期待が高まっています。
　認知症サポーターは、特別なスキルは必要なく、認知症サポーター養成講座を受ける　認知症サポーターは、特別なスキルは必要なく、認知症サポーター養成講座を受ける
だけで誰でもなることができます。だけで誰でもなることができます。
　「認知症とは？」「どんな症状が出るの？」「家族や周囲は、本人とどう接したらいいの？」などの認知　「認知症とは？」「どんな症状が出るの？」「家族や周囲は、本人とどう接したらいいの？」などの認知
症や認知症の本人への理解を深められる講座です。症や認知症の本人への理解を深められる講座です。
　小学生から受講可能で、5～ 10名以上の団体・グループの方を対象としています。申し込みに関す　小学生から受講可能で、5～ 10名以上の団体・グループの方を対象としています。申し込みに関す
るご相談は、地域包括支援センターまでお問合せください。るご相談は、地域包括支援センターまでお問合せください。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

開催団体募集中開催団体募集中

①地域包括支援センターへ申し込み（講座希望日の①地域包括支援センターへ申し込み（講座希望日の
　1か月前までにご相談ください）　1か月前までにご相談ください）
②日程・時間等の打合せ②日程・時間等の打合せ
③養成講座受講（60～ 90分程度）③養成講座受講（60～ 90分程度）
④受講者へサポーターカード授与④受講者へサポーターカード授与

【養成講座の流れ】【養成講座の流れ】

▲養成講座の様子

宇宙科学技術館 ☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

（
記
事
の
内
容
は
７
月
２
日
時
点
）

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
最
終
号
機

打
上
げ
成
功
！

　

温
室
効
果
ガ
ス
・
水
循
環
観
測

技
術
衛
星
「
い
ぶ
き
Ｇ
Ｗ
」（
Ｇ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ
‐
Ｇ
Ｗ
）
を
搭
載
し
た

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
50
号
機
は
、

２
０
２
５
年
６
月
29
日
１
時
33

分
３
秒
（
日
本
標
準
時
）
に
種
子

島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
16
分
７
秒
後
に
は
所
定

の
軌
道
で
衛
星
を
分
離
し
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
、
打
上
げ
は
成
功

し
ま
し
た
。

　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は

２
０
０
１
年
の
試
験
機
１
号
機

の
打
上
げ
以
来
、
日
本
の
主
力
ロ

ケ
ッ
ト
と
し
て
多
種
多
様
な
人

工
衛
星
・
探
査
機
を
打
上
げ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
50
号
機
の
打

上
げ
を
も
っ
て
、
そ
の
歴
史
に
ピ

リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
は
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
Ｈ
‐
Ⅱ

Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
長
き

に
わ
た
り
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
　

開
館
情
報
に
つ
い
て

　

宇
宙
科
学
技
術
館
は
、
８
月
中
は

休
館
日
な
し
で
毎
日
開
館
予
定
で
す

（
天
候
や
作
業
に
よ
る
臨
時
休
館
が

発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

施
設
案
内
バ
ス
ツ
ア
ー
も
開
館
日

に
合
わ
せ
て
１
日
３
便
運
行
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア
「
宙
飯
屋
」

は
、
土
日
祝
日
は
定
休
日
で
す
が
、

８
月
３
日(

日)

、
10
日(

日)

は

臨
時
営
業
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

H- Ⅱ Aロケット 50 号機
の打上げ

　

ま
た
、
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
試

験
機
１
号
機
か
ら
49
号
機
ま
で
の
打

上
げ
写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

⑰ 市政の窓2025.8 月号
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戸籍の窓
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
婚
姻
届
け
を
提
出

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て

し
、
条
件
を
満
た
し
た
夫
婦
に
対
し
て
1010
万
円
万
円
のの

結
婚
祝
金

結
婚
祝
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
市
役
所
地

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

域
支
援
課
（
内
線
２
１
４
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  

う
ぶ
ご
え
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

大
瀬　

小こ

な

み
菜
美

女

浩
要
・
汐
美

川
迎

岩
坪　

利り
お
ん穏

男

利
樹
・
千
尋

西
町

平
石　

羽う

い

か
依
椛

女
有
紀
人
・
愛
花

城

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
5
月
受
付
分
）

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社

会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

鮫
嶋　

宗
基

68

安
城
下
之
町

江
口　

貞
則

85

古
田
上
之
町

青
野　

美
佐
子

86

国
上
中
目

蘭　

禮
子

97

洲
之
崎

濱
川　

勇
一
郎

66

納
曽

木
原　

良
二

67

現
和
下
之
町

濱
元　

三
德

86

美
浜
町

村
田　

政
行

76

中
野

錨　

満
雄

87

塰
泊

榎
本　

五
義

80

浅
川

泉　

正
成

93

鴨
女
町

中
村　

雪
雄

84

番
屋
峯

山
口　

保

90

安
城
上
之
町

宮
里　

輝
男

85

川
迎

松
田　

カ
ツ
子

82

榕
城
中
目

森　

正
二

73

大
野

榎
本　

東
明

84

中
野

　

川　

時
夫

74

武
部

（
寄
附
者
名
）

（
住
所
）
（
故
人
名
）

平
瀬　

隼
雄

納
曽

平
瀬　

時
子

中
目　

ミ
サ

中
西

中
目　

正
俊

平
田　

正
夫

鴨
女
町

平
田　

ヨ
ウ
子

安
藤　

正
直

花
里
崎

安
藤　

ミ
チ
ヨ

黒
木　

哲
三

国
上
中
目
黒
木　

禮
子

小
坂　

ケ
イ
子

鴨
女
町

小
坂　

勝
之

橋
元　

玲
二

40

池
野

脇
田　

エ
ミ
子

91

田
之
脇

楢
原　

壽
美
代

105

中
野

宮
川　

理
德

87

横
山

大
瀬　

尊
歳

40

下
石
寺

上
畑　

成
行

69

能
野
里

宮
里　

タ
ネ

95

安
城
上
之
町

鮫
島　
　

夫

83

池
野

鎌
田　

孝
男

72

大
平

⑱市政の窓 2025.8 月号



伸
び
た
枝
剪
定
終
え
し
生
け
垣
は
歳
増
す
ご
と
に
低
く
な
り
た
り

如
月
に
妻
の
命
日
台
湾
で
会
話
し
な
が
ら
４
日
の
旅
を

次
々
と
訃
報
の
入
る
は
知
り
合
い
な
り
明
る
き
短
歌
に
ペ
ン
は
走
ら
ず

梅
雨
明
け
の
青
い
空
に
白
い
雲
日
ざ
し
も
強
く
ア
ラ
マ
ン
ダ
ー
咲
く

一
歩
ず
つ
踏
み
し
め
登
る
山
道
に
額が

く

空う
つ
ぎ木
の
白
手
招
き
く
る
る

吾わ

が
妹い

も

の
手
料
理
を
食は

め
ば
な
つ
か
し
く
味
や
か
お
り
に
亡
母
の
た
ち
く
る

夏
祭
り
し
の
め
く
雨
に
裾
か
ら
げ
か
け
出
す
君
の
真
白
き
足
よ

雨
に
ぬ
れ
雫
を
た
め
た
花
び
ら
は
日
増
に
色
づ
く
紫
陽
花
と
な
り

京
の
春
平
安
宮
の
夜
桜
は
光
を
纏ま

と

い
夢む

げ
ん幻

の
世
界

屋
久
杉
は
壱
千
年
を
越
し
て
か
ら
驚
く
な
か
れ
そ
の
名
付
け
ら
る

若
葉
の
季
ひ
孫
産
れ
て
喜
ぶ
も
お
の
れ
の
歳
は
喜
寿
越
え
た
り

入
っ
て
き
た
玄
関
あ
け
た
ら
オ
ニ
ヤ
ン
マ
亡
き
父
母
が
安
否
確
認

幹
に
か
ら
む
ツ
タ
を
切
り
終
え
見
上
げ
る
と
木
が
深
呼
吸
し
た
よ
う
だ
っ
た

し
と
し
と
と
雨
降
り
つ
づ
く
昨
日
今
日
ア
ジ
サ
イ
眺
め
心
和
ら
ぐ

ま
き
戻
し
き
か
ぬ
言
の
葉
口
を
つ
く
夫つ

ま

亡
き
あ
と
の
ふ
ん
ば
り
が
過
ぎ

道
ん
く
り
咲
く
オ
ニ
ユ
リ
が
雨
に
濡
れ

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

千
葉
県
・
小
山
田　

操

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

田
之
脇
・
河
東　

鏡
自

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　

英
世

中
西
・
新
藤　

富
美
惠

下
能
野
・
髙
𣘺　

香
代
子

下
能
野
・
髙
𣘺　

ミ
ユ
キ

小
牧
・
田
上　

容
正

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

横
山
・
中
目　

健
一
郎

東
町
・
日
髙　

房
子

横
山
・
横
山　

ミ
チ
子

中
野
・
𠮷
原　

三
保
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ち
ひ
ろ

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　2件
うち建物　1件
［救　急］
出動件数　63件
うち急病　34件

6月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発生件数　   4 件
死 者　   1 人
負 傷 者　   4 人

7月 10日現在
（R7年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,488 3,745 7,233 4,004
上西 225 241 466 266
下西 1,119 997 2,116 1,255
国上 436 446 882 525
伊関 161 179 340 209
安納 164 171 335 188
現和 501 518 1,019 608
安城 129 120 249 148
立山 44 38 82 51
中割 34 28 62 45
古田 158 181 339 188
住吉 376 414 790 473

［校区別］

［人口］
全体 13,913 人（ ‐ 33）
男性 6,835 人（ ‐ 21）
女性 7,078 人（ ‐ 12）
［世帯数］
7,960 世帯（ ‐ 23）
（　）内の数字は前月比

6月末現在
人人口・世帯口・世帯8 月 当番スタンド

3日 ㈱三栄石油商会（天神町）

10日 種子島石油㈱（鴨女町）

17日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

24日 ㈱有馬石油店

31日 ㈱三栄石油商会（天神町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

青果状況【6月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 380 204 1,648 290
葉茎菜
　　類 1,092 73 2,740 331

果菜類 2,909 558 1,891 312
その他 6,792 1,374 2,043 438
小 計 11,173 2,209 8,322 1,371

果
物
類

かん
きつ類 0 0 536 210

果瓜類 914 172 361 54
その他 250 61 425 198
小 計 1,164 233 1,322 462

鳥 卵・　　
加 工 品 等 0 0 378 176

花　類 8,433
本 345 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
22トン

12トン
（55％）

10トン
（45％）

取引額
480万円

279万円
（58％）

201万円
（42％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《8月の休み》
3日・6日・10日・13日・14日・15日・
17日・20日・24日・27日・31日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

2025

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.takasakishuzo.online

・
お
酒
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
　
・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

創
業
西
暦
1
9
0
3
年

ー

ー

ー

砲
つり

鉄
第
56
回

砲
つり

鉄
第
56
回

⑲ 市政の窓2025.8 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

TEL0997-23-4111（代）

とくし丸=篤志丸
篤志=志のあついこと。
特に、社会事業や公共の福祉
などに熱心に協力すること。
また、その心や、そのさま。

少しでも興味のある方。詳しくは

ご説明しますのでお気軽にお問い

合わせください。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

18
Ｐ
か
ら
続
く

日昇製糖工場

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!

日
昇
製
糖
の

  

黒
糖
菓
子
!


